
２０．ステークホルダーが関与した事業の質保証を担保する仕組みの構築

徳島文理大学・福山愛保
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要約
本取組は、四国の全薬学部と地域のステークホルダーが密接な情報交換を行い、臨床薬学分野の研究者や高度な専門知識を有する薬学系医療人を養成するための学士課程・大学院教育を共同して推進し、四国特有の地域課題解決策を目指す事業である。
具体的な連携取組として、①大学間連携による学部・大学院講義の共同実施、②教職　員FDの共同実施、③地域病院・薬局からの社会人大学院生の受け入れ、④薬学部附属薬局の設置、⑤薬学知識の普及・啓蒙する高大連携、⑥施設・機器の共同利用体制の構築、共同研究発表会の開催、教員・学生・院生の相互交流、⑦災害支援薬剤師の養成等が実施されている。これらの取組が適切に実施され成果をあげているか検証し、本事業の質保証を担保する仕組みを整え、事業のPDCAサイクルにつなげるため、ステークホルダーから外部評価委員が参加する評価委員会による評価システムを構築した。毎年1回評価委員会を開催し、本事業の個々の連携取組目標が適切に実施されているか検証され、評価委員会は事業に対する具体的な要望と意見を提言する。それらの提言は、次年度の事業改善と推進に反映させてきた。
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
１．目的
本事業の取組が適切に実施され成果をあげているか検証し、本事業の質保証を担保する仕組みを整え、事業のPDCAサイクルにつなげるため、ステークホルダーから外部評価委員が参加する評価委員会による評価システムを構築する。

２．活動内容
　外部評価委員は次の3委員会からなる。
1 評価委員会A：外部評価委員は四国四県の薬剤師会、病院薬剤師会、大学附属病院及び徳島赤十字病院長及びNPO法人（合計15名）および内部評価委員（学長、学部長）７名で構成。
2 評価委員会B：外部評価委員は四国四県の教育委員会4名及び各大学の卒業生約8名（合計約12名）および内部評価委員（学長、学部長）合計７名で構成。
③　評価委員会C：四薬学部の教員、四薬学部の大学院生及び学部生で構成。

平成24年度
（１）評価委員会AB合同：平成25年3月6日、徳島文理大学薬学部で開催、学内評価委員7名、外部評価委員A 14名、外部評価委員B 4名、来賓1名（文科省高等教育局大学振興課大学改革推進改革支援第二係長　早川　慶）、オブザバー教員4名が参加した。（資料-1）
（２）評価委員会C: 平成25年3月23日、24日、センチュリープラザホテル（徳島）で開催、大学教員22名、学生13名（大学院生：7名、学部生：６名）、合計35名が参加した。（資料-2）

　平成25年度
（１）評価委員会AB合同：平成26年2月17日、香川県県民ホールで開催、学内評価委員7名、外部評価委員A 11名、外部評価委員B 4名、オブザバー教員3名が参加した。（資料-3）
（２）評価委員会C: 平成25年8月9日、10日、高松テルサで開催、大学教員22名、学生13名（大学院生7名、学部：６名）、合計35名が参加した。（資料-4）

　平成26年度
（１）評価委員会A:平成27年2月20日、松山大学にて開催、学内評価委員6名、外部評価委員A 7名、オブザバー教員4名が参加した。（資料-５）
（２）評価委員会B: 平成27年2月20日、松山大学東本館で開催、学内評価委員6名、外部評価委員B 6名、オブザバー4名が参加した。（資料-6）
（３）評価委員会C: 平成26年9月13日、14日、松山大学薬学部で開催、大学教員12名、学生13名（大学院生9名、学部：4名）、合計25名が参加した。（資料-7）

平成27年度
（１）評価委員会A:平成28年2月1日、総合あんしんセンター2階高知県薬剤師会会議室で開催、学内評価委員7名、外部評価委員A 8名、オブザバー教員4名が参加した。（資料-8）
（２）評価委員会B: 平成28年2月1日、総合あんしんセンター2階高知県薬剤師会会議室で開催、学内評価委員6名、外部評価委員B 6名、アドバイザー4名、オブザバー3名が参加した。（資料-9）
（３）評価委員会C: 平成27年9月26日、27日、徳島大学長井記念ホールで開催、大学教員16名、学生13名（大学院生11名、学部：2名）、合計29 名が参加した。（資料-10）
平成28年度

（１）評価委員会AB合同:平成28年12月21日、徳島文理大学で開催、学内評価委員7名、外部評価委員A 10名、外部評価委員B 5名、アドバイザー 2名、オブザバー教員5名が参加した。（資料-11）
（２）評価委員会C: 平成28年9月16日、17日、徳島大学薬学部で開催、大学教員14名、学生18名（大学院生10名、学部：8名）、合計32 名が参加した。（資料-12）
３．成果
　評価委員会A及び Bは、委員会終了した後日委員の総意としての評価・提言が事業代表に送られ（資料-13、14、15、16、17）、その評価・提言に基づき、次年度における事業の改善と向上を目指し努力してきた。評価委員会Cでは、大学院生が履修している大学院教育カリキュラムに対する意見と要望を、学部学生には卒業後に進む進路が実現できる教育を受けているかを自由に述べてもらい、
[bookmark: _GoBack]本事業の教育改革に反映させて。また、薬学部・大学院教育に何を期待しているかを発表してもらう場として設定した。本委員会開催後に参加者に対しアンケートを行い、その効果についても検証した。（資料—18,19,20,21,22）

４．今後の予定
　ステークホルダーからの薬学教育・研究に対する意見や要望は、本事業で整備できたネットワークを通して互いに情報交換し、薬学教育の改革に反映させていきたい。
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